
 

課題情報シート 
 

課題名： ワイヤレスセンサネットワークシステムのためのルータ開発 
  

施設名： 東北職業能力開発大学校附属秋田職業能力開発短期大学校 
  

課程名： 専門課程 訓練科名： 電子情報技術科 
  

課題の区分： 総合制作実習課題 課題の形態： 製作 

 
課題の制作・開発目的 

 

（1）課題実習の前提となる科目または知識、技能・技術 
電気回路、電子回路、組込み C 言語プログラミング技術、マイクロコンピュータ工学技

術、センサ技術、アナログ回路技術、ディジタル回路技術、電子工作技術、CAD 技術 
   
（2）課題に取り組む推奨段階 

1 年生における上記前提科目の履修後 
   
（3）課題によって養成する知識、技能・技術 

課題を通して、主に、マイクロコンピュータを用いた周辺回路の制御技術が養成されま

す。 
  
（4）課題実習の時間と人数 

人 数：3 名 
 

時 間：216 時間 

 
ワイヤレスセンサネットワークは、分散配置されたセンサから読み取ったデータを無線で中央

の制御・管理装置に送信することで一元管理できるネットワークのことであり、使用するモジュ

ールが省電力であることから、様々な分野で注目されています。しかし、中継装置(以下、ルータ)
などの機器やシステムの導入コストがかかってしまうなどといった問題があり、普及が進んでい

ません。 
そこで、ワイヤレスセンサネットワークの中大規模化を実現するため、中大規模用のルー

タに着目し、Zigbee®モジュールよりも電力が少々大きくなりますが伝送距離が長く、伝送

速度も速いモジュールであるBluetoothTMを組み込んだルータを開発しました。 
 
 
 



課題の成果概要 
 

ルータ開発のためには、センサノード（図1）とデータを管理するベース（図2）も必要で

あり、筐体を含めて製作しました。特に、学生が興味を持って取り組みができるように、市

販の模型を使った電車の位置情報を把握するシステムを実現しました。 
BluetoothTMの問題点であるセンサノードの接続数の限界については、センサノード側が

①接続、②データ送信、③切断することで回避しました。また、経路選択ができないことか

ら、BluetoothTMモジュールを制御しているマイコンに、簡易的な独自のプロトコルを実装

し、データを中継できるようにしました。 
BluetoothTMは、伝送距離が長いなどのメリットはありますが、多数のセンサノードが接

続される前提で開発されていないため、プロトコルを完成させるためには、今後も継続して

開発する必要があります。 
 

 

図 1 センサノードとルータ 図 2 ベース（位置情報把握） 

 
課題制作・開発の訓練ポイントおよび所見 

 
＜製作（制作）・開発過程の概要＞ 

本課題においては、センサノードとルータ、ベースの全てを製作し、ルータの検証を行な

うことから多くの作業がありました。そこで、作業内容ごとに担当を割りあて、表1のよう

にスケジューリングさせることで工程管理をしました。 
 

表1 工程管理表 
2010年 2010年 2010年 2010年 2011年 2011年 2011年

内　　　容 担当 開始 終了 開始 終了 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

情報収集 全員 4/20 5/10 4/20 5/14

センサノード設計 A氏 5/10 8/20 5/14 9/3

ルータ設計 B氏 5/10 8/20 5/14 9/10

ベース設計 C氏 5/10 8/20 5/14 8/27

設計評価および部品発注 全員 5/10 8/20 5/14 9/10

センサノード　試作 A氏 7/1 11/16 6/25 11/30

ルータ　試作 B氏 7/1 11/16 7/21 12/10

ベース　試作 C氏 7/1 11/16 8/16 12/10

製作 全員 11/17 1/12 12/13 1/26

製作評価および改良 全員 1/13 2/1 1/27 2/11

まとめ 全員 2/2 3/16 2/14 3/16

予定日 実績日

 
 



＜主な設計図や製作物＞ 

情報収集後に、システム全体を把握するためのブロック図（図 3）を作成しました。次

に、ルータ等の回路図やパターン図（図 4）を作成し、ブレッドボードで試作した後、ユ

ニバーサル基板に実装し、回路を製作しました。また、筐体の設計図（図 5）を作成し、

造形機で加工した後、製作した電子回路基板を組み合わせて完成しました（図 6）。 
ノードも同様に制作しました（図 7）。ベースは、パソコン側でセンサノードの位置情報

を把握する Windows®アプリケーションを開発しました（図 8）。 
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図 3 システム全体のブロック図 図 4 ルータのパターン図 
  

  

図 5 ルータの筐体設計図 図 6 ルータの外観 
  

 

各駅へ到達すると
その位置情報を簡
易的に表示

 
図 7 センサノードの外観 図 8 ベース 



訓練ポイント等および所見を以下に紹介します。 
 

＜訓練ポイント等＞ 

養成する能力 
（知識､技能･技術） 課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

○情報収集方法、工程管理表

の策定方法 

 

 

 

○電子回路設計、プログラム設

計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子回路試作、組込み C 言

語 プ ロ グ ラ ム 試 作 、

Windows®アプリケーション

試作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇書物やインターネット、グル

ープディスカッションにより、必

要な知識や技術を洗い出し、

工程管理表を策定しました。 

 

◇グループメンバでディスカッ

ションし、システム全体のブロッ

ク図を作成するなどの概要設計

を行ないました。その後、ルー

タやセンサノード、ベースに分

かれて概要設計を行ないまし

た。次に、回路図の作成や、シ

ーケンス図の作成など詳細設

計を行ないました。 

 

 

 

◇設計したとおりに動作するか

を確認するために、ブレッドボ

ードを用いて試作しました。誤

動作が発生する部分があり、設

計図の見直しなどを行ない、設

計と試作のサイクルを繰り返し

ました。 

 特に、経路選択を行なうプロト

コルの実装や、BluetoothTMモ

ジュールの制御が困難でした。 

Windows®アプリケーション開

発は授業では行なっていない

ため、一から勉強し、開発しま

した。 

 

 

●課題解決のために必要な知

識や技術を洗い出させ、作

業分担ができるように指示し

ます。 

 

●グループ全員が常に把握で

きるように、ブロック図を作成

するように指示します。 

●BluetoothTMの制御手順を

シーケンス図で表すことで、

グループメンバ同士で共有さ

せます。 

●経路選択を行なうプロトコル

フォーマットを決定させ、グル

ープメンバ同士で共有させま

す。 

 

●BluetoothTMの制御は初め

て行なうため、ある程度設計

が終わったら試作し、また設

計に戻って良いことを伝え、

設計と試作を繰り返すように

します。 

●誤動作したときに、要素が多

く、誤動作部分の特定が困

難であるため、各要素におけ

る個々の手順を、一つひとつ

確認するように指示します。 

●Windows®アプリケーション

の作成方法の導入部分は教

える必要があります。 

 

 



養成する能力 
（知識､技能･技術） 課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

 

○電子回路製作、組込み C 言

語 プ ロ グ ラ ム 開 発 、

Windows®アプリケーション

開発、筐体設計・製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ブレッドボード上で試作した

ものを、ユニバーサル基板上

に実装しました。部品配置など

はパターン図作成時に苦労し

ました。 

 パターン図があったため、実

際の配線および半田付けはス

ムーズにできました。 

 次は筐体を設計・製作しまし

た。造形機で用いる CAD は、

授業では行なっていなかった

3DCAD であったため、一から

勉強して設計し、造形機で製

作しました。 

 

●実装する前に、パターン図を

良く検証してあげる必要があ

ります。 

●3DCAD や造形機の使用方

法を教えるなど、導入時は、

作業を一緒に行なうことが必

要です。 

 

 

＜所見＞ 

ハードウェアとソフトウェア、ネットワークを融合させた電子情報技術科の総合制作課題

として適したテーマだったと思われます。 
ルータ開発だけでなく、電車模型を用いたセンサノードや、その位置情報を把握するベー

スの開発を一から行なったことで、学生は、目的と製作する過程が明確になり、取り組み意

欲を保持できたのではないかと思います。 
 

課題に関する問い合わせ先 
 

施設名  ：      東北職業能力開発大学校附属秋田職業能力開発短期大学校 

住 所  ：      〒017-0805 
            秋田県大館市字扇田道下 6-1 
電話番号 ：      0186-42-5700（代表） 

施設 Web アドレス ：  http://www.ehdo.go.jp/akita/college/ 


